
（別紙３）

～ 2025年　１月　19日

（対象者数） 13名 （回答者数） ９名

～ 2025年　1月　19日

（対象者数） 10名 （回答者数） 1名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
本人の気持ちと一致した声掛けを行い、物事の理

解を図る。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 引き続き、求人募集を行い採用を進めていく。

2

3

年齢や障害区分にとらわれず、様々なお子さんを受

け入れている。
一人一人の発達年齢に合わせた活動を行っている。

3号研修を受講したスタッフが在籍しているので、

医療的ケアが必要なお子さんでも『看護師だけしか

対応できない・関われない』ということがないよう

に配慮している。

発達や特性によって経験が割り引かれないように丁

寧にかかわる。

もし、既に割り引かれていること(二次障害）があ

ったらその対応をする。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人手不足により、お子さん・保護者さんからの要望

に満足にこたえられていない。

スタッフの急な休みや短時間勤務などにより、安定

してお子さんを受け入れることができていない。

児童発達支援事業所や当事業所について、まだまだ

認知されていない。

2025年　1月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ほわわ花見堂

○保護者評価実施期間 2025年　１月　８日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


